
第２期菰野町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）のパブリックコメント結果

№ 意見要旨 町の考え方
1 　住みやすい町へのアピールが人口増につなが

ると思う。特に、インターチェンジ開通による発
展に希望が持てる。例えば、名古屋への高速バ
スの菰野IC経由のバス停等、その近くにファー
マーズマーケット直売所等を設け、若い人への
農業の仕事づくりをすることで、転入者、人口
の増加を目指すのはどうか。
　他に、古民家再生等により雇用の場を作り、
転入人口の増加を図るのはどうか。
　直売B to C(Business to Consumer)
が増える中でB to　B(Business to 
Business)も安定して農産物が販売できるた
め、道の駅、ファーマーズマーケットや物流を一
か所に集めるなどしてはどうか。

　雇用の場の確保などの具体的な施策やその
手法についてのご提案につきましては、庁内で
情報共有をさせていただきます。
　なお、この総合戦略の策定にあたっては、町
民が住みやすいと思えることが、町の魅力を高
めることにつながるということを意識していま
す。

2 　新世代への移行時代における共助（自治会
等）の部分について、住みやすく、参加しやすい
環境を作る必要があるのではないか。

　地域社会での共助の部分につきましては、共
に支えあうことができる環境づくりが必要であ
ることから、５ページの基本目標１（２）４行目
に、「また、自治会などでの活動内容をその時
代に合った形にすることを検討するなど、若者
や転入者などが住民自治や地域づくりの活動
に自主的に参加したい、又はすべきと思える活
動をめざします。」の文言を追記することとしま
す。

3 　菰野第一区と第二区を都市計画、人口等の面
において比較した場合、第二区は、市街化区域
内がほとんどで宅地造成がどんどん増え、新築
住宅が建ち並ぶことで、人口が増えていると思
う。一方、第一区の場合は市街化調整区域のた
め、宅地造成はおろか新築住宅もほとんどない
現状である。したがって、人口減となり、高齢者
が増えるばかりである。
　その打開策として、調整区域を無指定地域に
してはどうか。そうすることで自然に住宅や工
場ができ、町の人口増にもつながるのではない
か。

　土地利用に関しては、単に人口の増加や新た
な企業の誘致のみを目的とするのではなく、自
然環境の保全や都市の活気や賑わいを生み出
すための拠点の形成などを総合的に勘案する
必要があります。
　なお、ご提案にあります都市計画の変更につ
きましては、近隣市町との広域的な調整をもっ
て三重県が決定することとなります。現在の人
口減少社会のなかでは、新たに居住を誘導す
る区域を設けることは難しいと考えられます。

4 　世の中の流れから、人口が減少するのはやむ
を得ないと思う。菰野町北部には有効に使われ
ていない土地もたくさんあり、中小企業などを
誘致し、雇用の場を確保すれば、これからの若
い人材の町外への流出は防げるのでないか。

　この総合戦略におきましては、町の魅力を高
めることで、転入者の増加や若者などの転出者
を減らすことを目指すとしています。雇用の場
の確保については、行政と地域、関連団体と協
働することで、菰野町が有する地域資源を活か
した産業の活性化により、雇用の場の維持、拡
充に努めることとしています。
　なお、企業の誘致につきましては、まちづくり
全体についての方向性を打ち出した「第６次菰
野町総合計画」の「目指す方向」において、企業
立地の支援を図ります、としています。

5 　地域の活動について、無理矢理、加入や参加
を強いられるなど、快く思っていない方もいる
のではないか。半強制的な行事等は無くし、自
由参加として交流を図る事で、住みやすいまち
の実現となるのではないか。

　地域活動のあり方については、ご指摘の内容
を含め、若者や転入者なども自主的に参加した
いと思える活動内容や仕組みづくりが必要で
あることから、５ページの基本目標１（２）４行目
に、「また、自治会などでの活動内容をその時
代に合った形にすることを検討するなど、若者
や転入者などが住民自治や地域づくりの活動
に自主的に参加したい、又はすべきと思える活
動をめざします。」の文言を追記することとしま
す。



№ 意見要旨 町の考え方
6 　老若男女が安心して暮らしていけるための福

祉の充実による、住みよいまちづくりのため
に、町と住民がそれぞれ情報提供し、それを共
有することが必要ではないか。

　５ページの基本目標１（１）において、「まちづく
りに関する情報共有の充実」を図るとしていま
す。

7 　若者が頻繁に利用するSNS（Twitter、
InstagramやYouTube等）は、他市や他県
の若者にもPRできるため、菰野町の魅力を
知ってもらえる良い手段となる。それらを活用
して、まちづくりに関する情報の発信を行うの
はどうか。
　少子高齢化の中、菰野町を活性化するために
は、若い世代の住民が必要であり、その方々か
ら見て、魅力あるまちづくりを展開すること
で、長期にわたり定住する可能性が高くなり、
転出者の減少や人口減少に効果的であると考
える。そのため、若者に将来における菰野町の
まちづくりの展望を周知してもらうことととも
に、若者からのパブリックコメントを率先して取
り入れるのはどうか。

　情報発信などの具体的な施策やその手法に
ついてのご提案であることから、ご意見につき
ましては、庁内で情報共有をさせていただきま
す。
　なお、菰野町では、若い世代の方々にもまち
づくりへの関心を持ってもらうための情報発信
手段として、菰野町公式Twitterや公式
Facebookなどを利用し、情報発信を行って
おります。今後もより効果的でその時代に合っ
た情報発信媒体の活用に努めてまいります。
　また、まちづくり全体についての方向性を打
ち出した「第６次菰野町総合計画」については、
策定段階より、若者を含めた多くの町民の方
に、まちづくりについて考えるきっかけづくり
を行うとともにアンケート調査などでの意見を
計画に取り入れております。

8 　農林業系の大学を誘致し、そこで学んだノウ
ハウを実践できる場を提供することで、若者が
菰野町に定住する可能性が高まり、後継者不足
の有効な対策となるのではないか。そのことが
住民人口の増加につながると考えられる。

　大学誘致などの具体的な施策やその手法に
ついてのご提案であることから、ご意見につき
ましては、庁内で情報共有をさせていただきま
す。

9 　空き家が増加している中、近年も森林を伐採
し、住宅地開発が進行し、住宅が立ち並ぶ風景
が見られる。
　菰野町の魅力は豊かな自然環境であるので、
それを活かした住宅開発を促し、自然の風景が
壊れないように調整してほしいと感じる。

　ご意見につきましては、庁内で情報共有をさ
せていただきます。
　なお、まちづくり全体についての方向性を打
ち出した「第６次菰野町総合計画」において、個
別目標の一つを、「自然と調和した土地利用の
推進」としています。その中で、「秩序ある土地
利用の推進」や「緑豊かな田園環境の保全」を
目指す方向としており、その方向性と、土地利
用に関する個別計画に沿った上で、判断してい
くこととしています。

10 　２ページの「「釣鐘型」である現在の人口バラ
ンスを維持し、・・・」の文章内の「釣鐘型」を「つ
ぼ型」か、「紡錘型」にするべきではないか。第４
次菰野町男女共同参画推進プラン（案）の９
ページに掲載されている人口ピラミッドからみ
ても、「釣鐘型」ではないのではないか。幼年人
口が減少し続けている現状は、「紡錘型」と表現
するのが普通である。そもそも一町村の人口構
成を、一般的な人口転換の観点から、従来使わ
れている型に当てはめて考えるのは無理があ
るのではないか。

　ご意見の部分につきまして、菰野町人口ビ
ジョン（令和２年10月）にて、菰野町の人口ピラ
ミッドを「全体としてはいわゆる「釣鐘型」に近
く、まだまだ人口バランスが保たれている状況
にあります。」と、表現しており、この総合戦略
においては、そのことを前提とし、「釣鐘型」に
近い現在の人口バランスを維持していくことが
重要であるという意味合いで表現しておりま
す。しかし、この総合戦略内にて、人口ピラミッ
ドの掲載が無い状態では、分かりにくい表現で
あることから、２ページ８行目「持続可能なまち
づくりに向けては、」の後述、「「釣鐘型」である
現在の人口バランスを維持し、」を、「人口バラ
ンスが保たれている現状を維持し、」と変更す
ることとします。



№ 意見要旨 町の考え方
11 　生涯未婚率は男性、女性とも全国平均値から

みれば、かなり低いと思う。しかし、数値目標は
ともかくとして、私の地区内においても、未婚
者が増加している状況は深刻である。町とし
て、婚活を積極的に推進する施策をはかること
は難しいか。
　菰野町のアンケートでは、「住みやすい」が
80％近くあるが、20歳代の若者、特に若い女
性にとって、魅力的なまちかといえば、そうで
はないのではないか。菰野町＝田舎という、イ
メージを改革するためにどうするかを考えるべ
きではないか。

　婚活を積極的に推進するなどの具体的な施
策やその手法についてのご提案であることか
ら、ご意見につきましては、庁内で情報共有を
させていただきます。
　なお、この総合戦略において、結婚や出産に
希望が持てるよう、情報提供、相談支援や子育
てに関する包括的な支援を充実させるとして
おり、それらを充実させることで、結婚や出産
に希望が持て、その結果、生涯未婚率の減少を
目指すこととしております。
　また、「菰野町人口ビジョン 令和２年10月」に
おいて示したとおり、20歳代女性の転出超過
が人口のバランスを崩す可能性があることか
ら、20歳代女性の転出者数についてのKPIを
７ページの基本目標２（２）へ新たに追加するこ
とで、その目標を達成するため、若者にとって
も魅力的なまちとなることを目指していきま
す。

12 　産業振興について、農業分野においてもっと
SDGｓを視野に入れ、戦略的な産物開発を行
うべきではないか。耕作放棄地の活用も具体
策がないのではないか。町内の雇用の場を拡
大するためにも、第一次産業分野の徹底的な
改革が必要ではないか。

　耕作放棄地の活用方法などの具体的な施策
やその手法についてのご提案であることから、
ご意見につきましては、庁内で情報共有をさせ
ていただき、今後、個別計画の策定などを行う
上で参考にさせていただきます。
　なお、SDGｓの理念につきましては、まちづく
り全体についての方向性を打ち出した「第６次
菰野町総合計画」にて示すことにより、まちづ
くり全般において一人ひとりが意識していくこ
ととしています。

13 　町内には、自然、歴史、文化財をまとめた文化
施設がない。また、その人材を育てる努力があ
まりなされていないのではないか。町内には全
国に知られるような埋蔵文化財もないし、城下
町の景観を残す町並みもないので、町外からの
訪問者へのアピールが弱いのが難点である。し
かし、やれることはいくらでもあると思う。この
分野の若い人材の採用と、町内在住者で優れ
た人材を積極的に活用されることを望む。

　町外からの訪問者へのアピールについての具
体的な施策やその手法についてのご提案であ
ることから、ご意見につきましては、庁内で情
報共有をさせていただきます。
　なお、この総合戦略においては、町民の住み
やすさの向上が町の活性化及び魅力の向上に
つながり、その結果、移住者の増加及び転出者
の減少となることを目指しております。

14 　町内在住の外国人労働者について、製造業で
人材不足による増加はやむを得ないと思うが、
言葉が十分に通じないことによるコミュニケー
ション不足から、どうしても日常生活の中で不
安を感じる。外国人住民に対するしっかりした
施策を望む。

　外国人住民に対する施策の実施についての
ご提案であることから、ご意見につきまして
は、庁内で情報共有をさせていただきます。

15 　私が居住する地域でも自治会の役員の担い
手不足が顕著である。区長・副区長・会計・その
他各種役員の選出は大きな問題となっている。
結局、何人かが核となり、人選し、根回しをして
選出をしているが、本人の同意がないままに投
票して選び、地縁・血縁などで断り切れないよ
うにしてしまうなどの弊害が目立つ。役員の担
い手不足の原因としては、業務内容が多岐にわ
たることや時間的な制約が多い事で負担が大
きいことだと感じる。
　地方自治体で担当すべき調査や連絡を自治
会経由ですること、自治会の自主性を尊重する
のは良いが、町のリーダーシップが感じられな
いこと、町が主催する会合の日時などが参加メ
ンバーの都合を考慮せず決定される場合があ
ること、人間関係が疎遠になりつつあることな
どが一因であるのではないか。

　地域活動のあり方については、ご指摘の内容
を含め、若者や転入者なども自主的に参加した
いと思える活動内容や仕組みづくりが必要で
あることから、５ページの基本目標１（２）４行目
に、「また、自治会などでの活動内容をその時
代に合った形にすることを検討するなど、若者
や転入者などが住民自治や地域づくりの活動
に自主的に参加したい、又はすべきと思える活
動をめざします。」の文言を追記することとしま
す。



№ 意見要旨 町の考え方
16 　町民に対して、まる投げ感がある。町民に行

動してもらいたいなら、「町民が～できるよう
に、（町政として）～を行う。」という表現が無い
のではないか。民より公が先であり、そうでな
ければ町政はいらないのではないか。

　人口減少時代を迎え、社会保障費の増加など
による財政の硬直化が顕著になってきている
ことやまちづくりに対する住民ニーズの複雑化
かつ多様化により、まちづくりについての様々
な課題を行政だけで解決することは困難に
なってきています。そうした背景により、まちづ
くり全体についての方向性を打ち出した「第６
次菰野町総合計画」と同様に、住民と行政の協
働によりまちの魅力を高めていくことをこの総
合戦略における「めざす姿」としております。ご
指摘のとおり、行政としての役割を果たすこと
は当然でありますが、それぞれが役割を果たす
ことを意識することや、従来どおりの行政主体
の計画ではなく、町民、地域、行政の共通の目
標とするよう、本文中には「行政（町政）として
～を行う。」との表現はあえてしておりません。

17 　魅力ある町にしたいのであれば、まずインフ
ラ投資が必要であり、投資をアピールするべき
である。

　この総合戦略においては、住民と行政が一体
となり、まちの魅力を高めていくことをめざす
としているため、基本的には、住民と行政の協
働による取り組みについてを記載することとし
ております。
　ご意見につきましては、庁内で情報共有をさ
せていただきます。

18 　結婚・出産が増えていかない根本的な原因を
理解していないのではないか。全ての原因は、
貧困化していることであり、町民の所得を増や
すことを優先することで、結婚・出産は増える
のではないか。

　この総合戦略においては、町の役割として、
結婚や出産に関する情報提供や支援などを行
うことにより、安心して出産や子育てができる
環境につなげていくこととしております。
　ご意見につきましては、庁内で情報共有をさ
せていただきます。

19 　産業の発展をどのように行うつもりなのかが
見えない。もっと投資と具体策、注力点を示す
べきである。観光と農業をどのように発展させ
ていきたいかが見えない。

　産業を発展させることなどの具体的な施策や
その手法につきましては、個別計画において示
していくこととしています。
　ご意見につきましては、庁内で情報共有をさ
せていただきます。

20 　ご年配の方々は、携帯電話の使い方に不慣れ
で、情報メール登録の方法が分からない方も多
いと思う。そこで、菰野町や周辺の地域の携帯
店に対して、住所が菰野町のお客様が来店した
際、登録の啓発をしてもらう様、お願いしては
どうか。本人の希望があれば、その場で登録の
方法も教えていただければ、登録者数は増える
と思う。お店に無理をお願いする代わりに、お
しらせ版等で「このお店に行けば、登録の仕方
を教えてもらえますよ」と告知すれば、お店側
の売り上げにも多少は貢献できるのではない
か。

　行政情報メールの登録者増加に向けての具
体的な施策やその手法についてのご提案であ
ることから、ご意見につきましては、庁内で情
報共有をさせていただきます。
　なお、菰野町行政情報メールや菰野町公式ア
プリの登録につきましては、広報こもの、町
ホームページや役場窓口などで登録の啓発や
登録方法の説明を行っております。



№ 意見要旨 町の考え方
21 　今現在、鵜川原地区に住んでいるが、鵜川原

小学校では、６年生で職場体験を授業の一環で
行っており、中学校においても実施されている
と思う。このように、小さい頃から経験できる
ことは、自分たちが住んでいる町の働いている
人々を知る良い機会だと感じる。

　ご意見につきましては、庁内で情報共有をさ
せていただきます。
　なお、この総合戦略においては、若者が将来
菰野町で働く意欲を持てるようなきっかけづく
りをすることで、人口減少に歯止めをかけるこ
とにつなげていくこととしています。

22 　転入者を増やしたい、出生率をあげたい、人
口を増やしたいと考えるのであれば、転入者や
子供たち若者の立場になって考えるべきでは
ないか。４０年後、今の菰野町の大人たちを支
えるのは転入者や子供たちである。
　例えば、若い世代の視点から見渡した時に、
親世代が地域社会での役割や行事に納得が
いっていなかったり、負担に思っているのを見
たとしたら、その世代は菰野町にずっと住み続
けたいとは思わないのではないか。また、転入
者は以前住んでいた市町村と比較することが
でき、住みづらさを感じたら転出してしまうの
ではないか。
　２０代女性の転出が多くなっているという記
載があるが、彼女たちはシビアに菰野町を見て
いるのではないか。

　地域活動のあり方については、ご指摘の内容
を含め、若者や転入者なども自主的に参加した
いと思える活動内容や仕組みづくりが必要で
あることから、５ページの基本目標１（２）４行目
に、「また、自治会などでの活動内容をその時
代に合った形にすることを検討するなど、若者
や転入者などが住民自治や地域づくりの活動
に自主的に参加したい、又はすべきと思える活
動をめざします。」の文言を追記することとしま
す。
　また、「菰野町人口ビジョン 令和２年10月」に
おいて示したとおり、20歳代女性の転出超過
が人口のバランスを崩す可能性があることか
ら、20歳代女性の転出者数についてのKPIを
７ページの基本目標２（２）へ新たに追加するこ
ととし、その目標を達成するために、まちの魅
力を高める取り組みに努めることとします。

23 　若者や転入者も住みやすいまちとするために
は、今までどおりの慣習・行事・関係性を彼らに
強いるのではなく、様々な価値観、多様性が許
容される地域社会とし、様々な住民に共感され
持続可能なシステムを作るべきではないか。
　そのために現状、自治会が行っている住民活
動の洗い出しを菰野町自身が主導して行い、今
後あるべき姿を話し合い、定義、課題認識して
いくことが必要であると考える。また、住民の
共助に頼りすぎるのではなく、みんなが最低限
の役割を持ち地域社会に参加するが、それでも
足りない場合があればICTを活用する、有料の
サービスを導入していく等の方法を検討する
のも行政の役割であると考える。

　持続可能なシステムづくりでの自治会活動の
運営方法などの具体的な施策やその手法につ
いてのご提案であることから、ご意見につきま
しては、庁内で情報共有をさせていただきま
す。
　なお、地域活動のあり方については、ご指摘
の内容を含め、若者や転入者なども自主的に
参加したいと思える活動内容や仕組みづくりが
必要であることから、５ページの基本目標１（２）
４行目に、「また、自治会などでの活動内容をそ
の時代に合った形にすることを検討するなど、
若者や転入者などが住民自治や地域づくりの
活動に自主的に参加したい、又はすべきと思え
る活動をめざします。」の文言を追記すること
とします。

24 　子育てに関して、昔ながらの祖父母と同居の
家族ではなく、共働き世帯、核家族、転入世帯
（近隣に頼れる親族等がない）の立場にたって、
各種制度・支援の仕組み等を見直していくのが
良いのではないか。

　子育て支援などの具体的な施策やその手法
についてのご提案であることから、ご意見につ
きましては、庁内で情報共有をさせていただ
き、今後、個別計画の策定などを行う上で参考
にさせていただきます。



№ 意見要旨 町の考え方
25 　子供の医療費助成の所得制限について、現状

は、「所得は世帯で合算した額ではなく、町内在
住で、控除後の所得の多い保護者及び扶養義
務者等で判断します。」となっているが、なぜ世
帯年収ではないのか。子供が小さいためや子
供の預け先がなく共働きができない場合は、片
方の保護者のみが収入を得ざるを得ず、共働
き世帯と世帯収入が同程度でも、この所得制
限にかかる可能性が高くなるため不公平であ
ると感じざるを得ない。
　また、転入してきた世帯は、菰野町に土地を
購入し家を建てている方がほとんどだと思い
ますが、その建築費用を支払うための所得でも
ある。各家庭に事情があり、所得の使い道は
様々である。公平性を増すために、せめて世帯
収入での制限に変えるべきである。または、財
源は限られているわけであるから、助成を受け
られる年齢を下げるなどし、所得制限をなくす
ことはできないか。四日市市は所得制限は無く
している。
　我が家は菰野町に転入して、土地を買い、家
を建て、そのローンを支払えるように、ある程
度の所得を得ているのに、その所得額のせい
で子ども医療費の助成が受けられません。

　子どもの医療費助成などの具体的な施策や
その手法についてのご提案であることから、ご
意見につきましては、庁内で情報共有をさせて
いただき、今後、個別計画の策定などを行う上
で参考にさせていただきます。

　菰野町に元から住んでいて実家で家を建て、
子供は祖父母に預けて共働きしている、そのよ
うなケースでは助成が受けられていると思う。
　医療という子育ての基盤に関わる部分、制限
を設けないということが、安心して子育てがで
きる環境づくりにつながるのではないか。

　

26 　保育士が不足している問題の原因は、何にあ
ると考え、どのような対策をとっているか。

　この総合戦略においては、９ページの基本目
標３（２）において待機児童の解消に向けて、保
育士の人材確保等に取り組むとしています。
　なお、保育士不足については、全国的に問題
となっており、様々な要因が影響していると考
えておりますが、当町におきましては、職場環
境の改善や保育士を目指す若者に対し、助成金
を交付するなどにより保育士確保の対策を講
じております。
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27 　菰野町特有の資源は「自然」、「温泉」、「農業」

が主体であることを踏まえ、資源活用・活性化
のため下記の点を提案する。

①農業の推進
　耕作放棄地や遊閑地を町が借り上げ、新たな
農業生産地として活用。
　→薬草園や果樹園を作り若者生産者の従事
を促す。
　→既存の農産物と合わせて薬膳料理を考案
し、観光客にも提供する。
　→クラインガルテン（市民農園）の整備。
　→役場隣接の河川敷や広場を利用して定期
マルシェを開く。毎日曜日など、農産物、花、加
工品など食を主体として。

②温泉の利用
　→観光としての温泉だけでなく、温泉を利用
したプログラムで保養地的整備をする。
　→温泉の療養プログラムとウォーキング、食
と組み合わせた保養プログラムを作る。（東海
自然歩道、雑木林ウォーキング、森林セラピー
なども整備）

　菰野町が有する資源の活用などの具体的な
施策やその手法についてのご提案であること
から、ご意見につきましては、庁内で情報共有
をさせていただき、今後、個別計画の策定など
を行う上で参考にさせていただきます。

③景観保全
　→観光客・住民ともに魅力を感じる景観を保
全する。そのためには、ソーラーパネルや土砂
採掘など自然を破壊し景観美を損なうものを
強く規制する。（再生エネルギー反対ではない
ので、役場ほか公共施設の屋根などにソーラー
パネルを設置し、売電ではなく地産地消の仕組
みを作る）

④スポーツやトレーニング、ウォーキングの環境
整備
　→役場からIC～湯の山までの河岸を緑地公
園として整備し、三滝川に歩行者・自転車専用
の橋を架け、広域の拠点にする。

⑤森林アカデミー、農業学校、薬草学校、救助
犬養成学校などの教育・研究施設を誘致ある
いは創設する。

　

28 　９ページ（１）の本文中、「将来安心して結婚、
出産ができることにより、結婚、出産を望む人
が増えるよう、さまざまな情報の発信、妊産婦
や父親、家族に対する情報提供、妊産婦教室や
父親による妊婦体験などの両親教室における
相談支援を行います。」の下線部分を追加して
はどうか。
　妊産婦への発信ではなく妊娠時期から父親と
しての取り組みなどを情報提供することが良
いのではないか。

　妊娠、出産に関する情報提供については、男
女共同参画の観点においても、妊婦のみでな
く、父親を含めたその家族に対しても同様に行
うことが重要であることから、ご意見いただい
た箇所につきまして、下記のとおり変更しま
す。
　「将来安心して結婚、出産ができることによ
り、結婚、出産を望む人が増えるよう、さまざま
な情報の発信、妊産婦や父親、その家族に対す
る情報提供などを行うとともに妊産婦教室や
父親による妊婦体験などの両親教室における
相談支援を行います。」

29 　コロナ禍をきっかけに都市部から郊外への移
住を目指す動きが広がってきているので近場
の田舎暮らしの良さをアピールし、移住支援、
定住促進を目的とした町内生活を短期的に体
験してもらうとかをしてはどうか。
　一方で前向きな移住だけではないと思うの
で、菰野インターチェンジ付近の観光（道の駅の
拡大など）産業面での活性化での雇用促進を
お願いする。

　この総合戦略において、町民の住みやすさの
向上が町の活性化及び魅力の向上につなが
り、その結果、移住者の増加及び転出者の減少
となることを目指しております。
　移住支援などの具体的な施策やその手法に
ついてのご提案につきましては、庁内で情報共
有をさせていただき、事業実施における費用対
効果等を検討していくこととしています。



№ 意見要旨 町の考え方
30 　働く高齢者の活躍について下記の点を提案

する。
　・保育園・幼稚園に出向く”おじいちゃん”
　・歌を歌う、本を読む、計算を手伝う”おじ　
　 いちゃん、おばあちゃん”
　・まちづくり応援隊：電力の地産地消を考え
　 る”光隊”
　・災害防止・地球温暖化防止のための林業
　 を考える”緑隊”
　上記に加え、下記のような会をつくってはど
うか。
　・町内すべてのスーパーに地元産野菜の
   コーナーを置く”青果隊”
　・菰野高校に農業部を創る”産学共同隊”
　・土日、平日夜に議会を開設し、町民との意
　 見交換会の場を設ける”話し合い隊”

　働く高齢者の活躍についてなどの具体的な
施策やその手法についてのご提案であること
から、ご意見につきましては、庁内で情報共有
をさせていただき、今後、個別計画の策定など
を行う上で参考にさせていただきます。

31 　クリーン大作戦に毎年参加させて頂いている
が、高齢者の方の参加が多い様に感じる。やは
り、若者、小さな子どもにも地域をきれいに、
楽しいと思えるクリーン大作戦の参加に対する
意識付け、及び活動の仕方も考慮するべきか
もしれない。家族で楽しく参加できるクリーン
大作戦にしてもらえればと感じる。

　地域活動のあり方については、ご指摘の内容
を含め、小さな子どもから高齢者までが自主的
に参加したいと思える活動内容や仕組みづくり
が必要であることから、５ページの基本目標１
（２）４行目に、「また、自治会などでの活動内容
をその時代に合った形にすることを検討する
など、若者や転入者などが住民自治や地域づく
りの活動に自主的に参加したい、又はすべきと
思える活動をめざします。」の文言を追記する
こととします。
　なお、クリーン大作戦につきましては、区長会
主催の活動であるため、区長会と情報共有を
させていただき、参加したいと思える活動とな
るよう取り組んでまいります。


